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第
１
章　

国
際
刑
事
法
の
発
展
の
歴
史

福
井　

康
人

１　

国
際
刑
事
法
と
は

　

今
日
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
設
立
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
国
家
を
超
越
し
た
国
際
刑
事
裁
判
所
（Inter­

national Crim
inal Court, 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
よ
う
な
、
国
際
的
に
設
立
さ
れ
た
特
別
な
刑
事
裁
判
所
が
重
大
な
国

際
犯
罪
を
裁
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
う
し
た
刑
事
に
関
す
る
国
際
法
が
国
際
刑

事
法
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
際
刑
事
法
も
国
際
公
法
の
一
分
野
で
あ
る
も
の
の
、
国
際
的
な
刑
事
法

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
各
国
の
刑
法
体
系
や
刑
事
管
轄
権
と
も
繋
が
り
あ
う
特
殊
な
法
分
野
で
あ
る
と
言
え

る
。
ま
た
、
他
の
法
体
系
と
同
様
に
、
国
際
刑
事
法
は
国
際
犯
罪
の
対
象
と
な
る
行
為
を
禁
止
す
る
と
と
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も
に
、
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
き
処
罰
の
対
象
を
定
め
る
法
体
系
で
あ
る
実
体
法
と
、
国
際
刑
事
裁
判
所

で
の
訴
訟
手
続
で
あ
る
手
続
法
か
ら
な
る
。
こ
う
し
た
国
際
刑
事
法
の
多
く
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際

軍
事
裁
判
所
の
設
置
根
拠
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
条
例
等
を
端
緒
と
し
て
制
定
さ
れ
た
、
戦
後
の
国
際
刑
事
法

分
野
の
条
約
、
慣
習
法
、
判
例
法
、
安
保
理
決
議
が
主
要
な
法
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
罪
刑
法

定
主
義
、
遡
及
効
の
禁
止
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
法
の
法
諺
に
由
来
す
る
伝
統
的
な
法
原
則
も
含
ま
れ
て
お
り
、

今
日
の
国
際
刑
事
法
は
中
世
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
規
則
を
含
む
の
み
な
ら
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

発
達
し
た
現
代
法
に
至
る
ま
で
、
時
系
列
的
に
は
幅
広
い
法
体
系
を
形
成
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
。

　

別
の
観
点
か
ら
国
際
刑
事
法
を
見
る
と
、
今
日
で
も
世
界
中
で
広
く
法
学
基
本
書
と
し
て
読
ま
れ
て
い

る
文
献
の
一
つ
で
あ
る
法
学
者
ハ
ー
ト
（H

art

）
に
よ
る
『
法
の
概
念
（T

he Concept of Law

）』
で
は
、
法

を
第
一
次
規
則
と
第
二
次
規
則
に
分
類
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
分
類
に
当
て
は
め

て
み
る
。
即
ち
、
人
に
対
し
て
何
事
か
を
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
し
な
い
よ
う
に
要
求
す
る
規
則
を
第
一

次
規
則
と
す
る
一
方
で
、
新
た
に
第
一
次
規
則
を
導
入
し
て
廃
止
・
変
更
し
、
あ
る
い
は
多
様
な
仕
方
で

そ
の
適
用
範
囲
を
確
定
し
、
そ
の
作
用
の
統
制
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
規
則
を
第
二
次
規
則
と
し
て
各
種

法
体
系
の
分
類
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
類
方
法
は
国
内
法
の
み
な
ら
ず
、
国
際
法
に
お
い
て
も
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有
益
な
手
法
で
あ
り
、
実
際
に
国
際
法
委
員
会
の
報
告
書
を
見
て
も
こ
の
第
一
次
規
則
お
よ
び
第
二
次
規

則
の
分
類
が
使
用
さ
れ
た
議
論
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
第
一
次
規
則
と
第
二
次
規
則
に
よ
る
分
類
を
基
に
し
て
、
こ
の
市
民
講
座
の
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ

で
あ
る
戦
争
の
非
人
道
性
を
巡
っ
て
適
用
さ
れ
う
る
国
際
法
の
分
野
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
す
る

で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
武
力
紛
争
に
際
し
て
の
遵
守
す
べ
き
規
則
で
あ
る
第
一
次
規
則
と
し
て
は
、
国
際

人
道
法
、
国
際
人
権
法
、
軍
縮
国
際
法
、
国
際
環
境
法
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
他
方
で
、
適
用
さ
れ
る
国
際

法
の
違
反
に
対
す
る
刑
事
責
任
を
訴
追
・
裁
判
し
、
更
に
は
原
状
回
復
、
損
害
賠
償
等
の
事
態
の
是
正
の

た
め
の
規
則
群
で
あ
る
第
二
次
規
則
と
し
て
は
、
国
際
刑
事
法
、
国
家
責
任
法
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
見
る
と
、
国
際
刑
事
法
は
武
力
紛
争
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
事
態
を
是
正
し
、
正
義
を
確
保
す
る
た

め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
第
二
次
規
則
を
構
成
す
る
一
部
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
る
。

２　

国
際
刑
事
裁
判
所
制
度
の
発
展

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
国
際
刑
事
法
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
国
際
刑
事
裁
判
所
制
度
は
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
国
際
刑
事
法
学
者
カ
ッ
セ
ー
ゼ
（Cassese

）
は
、
①
第
一
次
世
界
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大
戦
後
の
戦
間
期
、
②
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
お
よ
び
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）、

③
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）、
④
混
合

型
国
際
刑
事
裁
判
所
、
更
に
は
⑤
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
五
段
階
に
分
け
て
、
国
際
刑
事
裁
判
所

制
度
の
発
展
の
歴
史
を
捉
え
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
間
期

　

ま
ず
、
国
際
刑
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
間
期
に
は
最
初
に
国
際
刑
事

裁
判
制
度
の
構
築
が
試
み
ら
れ
、
近
代
の
国
際
刑
事
裁
判
所
の
黎
明
期
と
も
と
ら
え
う
る
。
例
え
ば
、
当
時

の
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
に
お
い
て
、「
人
道
の
法
」
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
も
管
轄
権
を
有
す
る
国
際
裁

判
官
に
よ
る
、
戦
争
責
任
者
処
罰
委
員
会
の
設
置
構
想
が
提
唱
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
米
国
代
表
の
強

い
反
対
な
ど
も
あ
り
、
実
際
に
は
人
道
に
対
す
る
罪
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
も
っ
と
も
一
九
一
九
年
に
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国

に
お
い
て
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
追
放
・
集
団
殺
害
し
た
犯
人
を
裁
く
た
め
の
特
別
軍
事
法
廷
（Extraordinary 

Courts M
artial

）
が
設
立
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
刑
事
法
に
基
づ
き
裁
判
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
当
時
は
こ
の
よ
う
に
戦
争
犯
罪
の
訴
追
を
国
内
裁
判
制
度
に
委
ね
る
の
が
限
界
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
署
名
さ
れ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
第
二
二
七
条
は
、
ド
イ
ツ
皇

帝
の
戦
争
責
任
の
追
及
や
、
五
名
の
国
際
裁
判
官
（
米
、
英
、
仏
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
）
か
ら
な
る
特
別
裁
判

所
設
置
の
設
置
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
事
実
上
の
国
際
刑
事
裁
判
の
先
鞭
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
基
づ
く
裁
判
は
戦
勝
国
が
裁
く
裁
判
で
あ
る
と
の

色
彩
が
強
く
、
刑
事
手
続
の
み
な
ら
ず
裁
判
所
の
公
平
・
公
明
性
に
つ
い
て
の
疑
義
を
晴
ら
し
う
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝
が
亡
命
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
は
同
国
憲
法
の
規

定
に
基
づ
き
ド
イ
ツ
皇
帝
の
引
渡
を
拒
否
す
る
な
ど
、
実
効
性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

特
別
裁
判
所
は
国
家
元
首
を
裁
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
人
の
戦
争
犯
罪
処
罰
に
つ
い
て
は
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
は
ド
イ
ツ
国
内
裁
判
所
で
の
審
理
も
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
連
合
国
は
四
五

名
を
訴
追
対
象
に
選
定
し
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
帝
国
最
高
裁
判
所
（Reichsgerichit

）
に
お
い
て
裁
判
が
行
わ

れ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
中
に
は
法
的
水
準
が
高
く
、
そ
の
後
に
も
影
響
を
与
え
る
判

例
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

更
に
、
国
際
刑
事
裁
判
所
設
置
の
た
め
の
提
案
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
に
お
い

て
な
さ
れ
た
も
の
の
、
連
盟
総
会
は
こ
の
提
案
を
時
期
尚
早
と
し
て
否
決
し
た
。
ま
た
、
列
国
議
会
同
盟

（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
）
や
国
際
法
協
会
に
よ
り
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
（
案
）
が
提
案
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
し
な
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か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
戦
争
犯
罪
を
国
際
裁
判
で
裁
く
試
み
は
功
を
奏
さ
ず
、
戦
争
に
関
与
し

た
国
の
国
内
法
で
あ
る
刑
事
法
に
基
づ
き
国
内
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
で
裁
く
こ
と
が
限
界
で
あ
り
、
特

に
国
家
元
首
と
い
っ
た
政
府
高
官
に
よ
る
犯
罪
を
裁
く
こ
と
は
事
実
上
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
お
よ
び
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所

　

そ
の
後
、
国
際
社
会
は
再
び
戦
禍
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
が
、
そ

の
終
結
後
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
お
よ
び
大
日
本
帝
国
の
戦
犯
を
裁
く
た
め
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事

裁
判
所
お
よ
び
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
の
設
置
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁

判
所
に
つ
い
て
は
欧
州
に
お
け
る
ナ
チ
ス
に
よ
る
集
団
殺
害
の
恐
怖
等
も
引
き
金
と
な
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン

条
例
に
よ
り
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、
平
和
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
軍
事

裁
判
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
ロ
ン
ド
ン
条
例
の
作
成
さ
れ
る
過
程
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
法
の
適
正
手
続
（due 

process of law

）」
を
経
ず
し
て
戦
争
犯
罪
者
を
裁
き
う
る
の
か
と
い
っ
た
民
主
主
義
の
根
幹
に
係
わ
る
問

題
提
起
も
な
さ
れ
た
も
の
の
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
組
織
的
に
行
っ
た
大
量
虐
殺
等
の
重
大
犯
罪
を
可
視

化
し
て
、
将
来
の
世
代
へ
の
教
訓
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ

た
。
特
に
「
集
団
的
に
か
つ
組
織
的
に
」
行
わ
れ
た
国
際
犯
罪
を
特
定
国
の
国
内
司
法
手
続
に
よ
り
裁
く
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の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
お
よ
び
ソ
連
の
戦
勝
四
か
国
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
国
際
軍
事
裁
判
所
の
設
立
に
合
意
し
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
が
署
名
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
国
際
軍
事
裁
判
所
は
、
平
和
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
人
道
に
対
す
る
罪
に
係
る
個
人
を
訴
追

し
裁
判
を
実
施
し
た
が
、
同
時
並
行
的
に
戦
勝
四
か
国
は
、
各
占
領
地
域
内
に
お
い
て
連
合
国
管
理
理
事

会
指
令
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
り
、
軽
微
な
戦
争
犯
罪
者
の
訴
追
・
裁
判
を
行
っ
た
。

　

他
方
、
ア
ジ
ア
で
の
戦
争
犯
罪
者
の
訴
追
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
の
設
立

根
拠
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
条
例
を
模
し
て
起
草
さ
れ
た
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
に
よ
り
、
国
際
刑
事
裁
判
（
い
わ
ゆ
る
「
東
京
裁
判
」）
が
行
わ
れ
た
。
両
裁
判
の

根
拠
規
定
は
類
似
点
が
多
い
も
の
の
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
は
連
合
国
最
高
司
令
官
で
あ
る
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
将
軍
の
指
導
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
裁
判
も
検
察
側
も
米
国
人
中
心
で
組
織
さ

れ
、
訴
因
お
よ
び
被
告
の
選
定
も
含
め
て
米
国
主
導
で
審
理
が
進
行
す
る
な
ど
、
連
合
国
四
か
国
の
合
意

の
下
で
組
織
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
と
の
相
違
点
も
あ
る
。
な
お
、
極
東
国
際
軍
事

裁
判
所
で
は
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
新
興
国
か
ら
も
裁
判
官
が
選
出
さ
れ
て
い
る
点
は
、
当
時
と
し

て
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
は
、
真
珠
湾
攻
撃
へ
の
報
復
や
日
本
で
の
原
爆
使
用
に
係
る
米
国
民
の
贖
罪
を
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抑
え
る
た
め
の
も
の
だ
、
な
ど
の
批
判
に
加
え
て
、
弁
護
団
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
出
身
の
パ
ル
判
事
反
対

意
見
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
裁
判
の
法
的
根
拠
へ
の
批
判
等
も
含
め
て
、
戦
後
七
〇
年
を
経
て
も
「
勝

者
の
裁
き
」
だ
と
い
っ
た
意
見
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
今
日
に
お
い
て
も
様
々
な
批
判
が
な
さ
れ
る
も
の

の
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
二
つ
の
国
際
軍
事
裁
判
所
は
戦
争
犯
罪
等
に
直
接
関
与
し
た
兵

員
の
み
な
ら
ず
、
軍
事
指
導
者
お
よ
び
文
民
指
導
者
の
政
府
高
官
の
責
任
も
追
及
し
た
事
例
で
あ
る
。
関

連
す
る
山
下
事
件
の
判
例
が
示
す
「
上
官
の
責
任
」
の
法
理
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
国
際
刑
事

法
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
判
例
を
提
供
し
て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
裁
判
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
国
際

法
の
諸
原
則
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
国
際
法
委
員
会
に
よ
り
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
諸
原
則
の
定
式
化
」

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
国
際
刑
事
法
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）
と
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
東
西
対
立
の
中
で
国
際
の
平
和
と
安
定
が
模
索
さ
れ
て
き
た
が
、
ソ
連
の
崩
壊

に
伴
い
冷
戦
が
終
結
し
た
も
の
の
、
九
〇
年
代
に
入
り
旧
ユ
ー
ゴ
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
で
民
族
対
立
等
を
原

因
と
す
る
大
規
模
な
集
団
殺
害
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
新
た
な
紛
争
解
決
に
迫
ら
れ
る
状
況
が
発
生
し

た
。
こ
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）
と
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
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裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
国
連
安
保
理
決
議
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

特
に
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
の
事
案
を
訴
追
し
処
罰
す
る
権
限
を
有
す
る
機
関
と
し
て
機
能
し
て
来

た
。

　

ま
ず
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）
に
つ
い
て
は
、
安
保
理
決
議
第
八
二
七
号
（
一
九
九
三

年
五
月
二
五
日
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
同
決
議
の
附
属
文
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
は
そ
の

管
轄
権
に
つ
い
て
、
一
九
九
一
年
以
降
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
、
国
際
人
道
法
に

対
す
る
重
大
な
違
反
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
を
訴
追
す
る
権
限
を
有
す
る
（
規
程
第
一
条
）。
ま
た
対
象

犯
罪
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
三
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
（
同
第
二
条
）、
戦

争
の
法
規
ま
た
は
慣
例
に
対
す
る
違
反
（
同
第
三
条
）、
集
団
殺
害
（
同
第
四
条
）、
人
道
に
対
す
る
罪
（
同
第

５
条
）
と
し
て
い
る
。
更
に
、
自
国
内
で
被
告
の
有
利
な
よ
う
恣
意
的
な
裁
判
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、
国

内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
や
、
逆
に
被
告
の
権
利
を
守
る
た
め
の
一
事
不
再
理
の
原
則
等
に
つ
い
て
も
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
は
安
保
理
決
議
第
九
九
五
号
（
一
九
九
四
年
一
一
月
八

日
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
対
象
犯
罪
は
一
九
九
四
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
、

ル
ワ
ン
ダ
で
行
わ
れ
た
集
団
殺
害
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三
条
（
内
乱
の
場
合
）
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お
よ
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
行
為
（
但
し
、
ル
ワ
ン
ダ
近
隣
国
に
お
け
る
ル
ワ
ン
ダ
国
民
に
よ
る
国
際
人
道
法

の
重
大
な
違
反
を
含
む
）
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
い
ず
れ
の
国
際
刑
事
裁
判
所
も
、
時

間
的
管
轄
と
事
項
的
管
轄
の
制
約
を
有
す
る
管
轄
権
が
設
定
さ
れ
、
国
連
憲
章
第
七
章
に
依
拠
し
、
安
保

理
の
補
助
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
普
遍
的
管
轄
権
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
国
際
刑
事
裁
判
所
は
い
ず
れ
最
終
的
に
裁
判
所
業
務
が
完
了
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
安
保
理
の
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
旧
ユ
ー
ゴ
・
ル
ワ
ン
ダ
国
際
法
廷

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
に
関
す
る
非
公
式
作
業
部
会
に
お
い
て
、
両
裁
判
所
の
完
了
後
に
残
す
べ
き
機
能

（
残
余
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
、
残
す
べ
き
機
能
の
範
囲
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
開
始
時
期
、
構
造
等
を
中
心
に

議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
に
安
保
理
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
業
務
を

二
〇
一
四
年
末
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
要
請
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
た
め
の
国
際
残
余
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
設
置
を
決
定
す
る
決
議
第
一
九
六
六
号
を
採
択
し
た
。
な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
は
二
〇
一
五
年
末
に
全
て

の
刑
事
事
件
の
審
理
を
終
了
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
も
二
〇
一
七
年
末
に
業
務
を
終
了
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
国
際

刑
事
裁
判
所
は
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
国
連
国
際
刑
事
裁
判
所
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
ア
ル
シ
ャ
支

部
に
よ
り
新
た
な
活
動
を
開
始
し
た
。
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混
合
型
国
際
刑
事
裁
判
所

　

上
記
の
旧
ユ
ー
ゴ
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
の
場
合
は
安
保
理
決
議
に
よ
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
置
が
適
切

と
さ
れ
た
が
、
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
場
合
は
現
地
の
事
情
も
考
慮
し
た

上
で
、
国
際
裁
判
所
と
国
内
裁
判
制
度
か
ら
な
る
混
合
型
の
国
際
刑
事
裁
判
所
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
特
別
裁
判
所
（
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
）
は
国
連
と
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
と
の
協
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
、
裁
判
官
お
よ
び
職
員
は
国
際
採
用
お
よ
び
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
出
身
者
の
双
方
か
ら
選
出
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約

第
三
条
お
よ
び
第
二
追
加
議
定
書
の
規
定
に
対
す
る
違
反
、
更
に
は
シ
ェ
ラ
レ
オ
ー
ネ
国
内
法
に
違
反
す

る
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
特
別
法
廷
（
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
国
連
と
の
協
定
お

よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
法
に
基
づ
き
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代
（
一
九
七
五
―
七
九
年
）
の
期
間
の
戦
争
犯
罪

を
訴
追
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
重
大
犯
罪
部
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
は

Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｅ
Ｔ
規
則2000/11

に
基
づ
き
デ
ィ
リ
地
方
裁
判
所
の
一
部
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
裁
判
所

は
一
九
九
九
年
一
月
か
ら
一
九
九
九
年
十
月
二
五
日
の
期
間
に
行
わ
れ
た
、
集
団
殺
害
、
戦
争
犯
罪
、
人

道
に
対
す
る
罪
、
殺
人
、
性
犯
罪
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
混
合
型
裁
判
所
は
騒
乱
等
緊
急
事
態
、

司
法
機
能
の
麻
痺
状
態
へ
の
対
応
、
国
際
刑
事
司
法
制
度
の
み
で
は
対
応
が
不
可
能
等
の
理
由
か
ら
設
置
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さ
れ
た
。

国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

　

最
後
に
、
今
日
最
も
一
般
的
な
国
際
刑
事
裁
判
の
た
め
の
組
織
は
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
採
択
・
改
正
を
経
て
、
今
日
最
も
包
括
的
か
つ
普
遍
的
な
国
際
刑
事
法
の
法
源
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
は
国
際
法
委
員
会
に
よ
り
規
程
案
の
起
草
が
行
わ
れ
、
一
九
九
三
年
に
報
告
書

（
一
九
九
四
年
に
部
分
修
正
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
九
六
年
に
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
交
渉
会
議
の
準
備
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
九
八
年
六
月
一
五
日
か
ら
七
月
一
七
日
ま
で
ロ
ー
マ
に
お
い
て
外
交

交
渉
会
議
が
開
催
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
と
す
る
同
士
国
、
英
国
を
除
く
Ｐ
５
お
よ

び
非
同
盟
諸
国
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
条
約
交
渉
が
行
わ
れ
、
表
決
に
よ
り
賛
成
一
二
〇
、
反
対

七
（
米
国
、
リ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ク
、
中
国
、
シ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
）
お
よ
び
棄
権
二
〇
カ
国
で
採
択
さ

れ
、
署
名
開
放
さ
れ
た
。
更
に
二
〇
一
〇
年
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
カ
ン
パ
ラ
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
運
用
検
討
会
議
が

開
催
さ
れ
た
結
果
、
戦
争
犯
罪
に
生
物
・
化
学
兵
器
を
含
め
た
構
成
要
件
の
追
加
や
、
一
九
九
八
年
外
交

交
渉
会
議
で
合
意
出
来
な
か
っ
た
侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
規
定
さ
れ
た
改
定
案
が
採
択
さ
れ
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
と
し
て
、
集
団
殺

害
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
、
侵
略
犯
罪
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
例
え
ば
指
揮

官
そ
の
他
の
上
官
の
責
任
や
主
観
的
な
要
素
、
刑
事
責
任
の
阻
却
事
由
と
い
っ
た
刑
法
の
一
般
原
則
に
つ

い
て
も
網
羅
的
に
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
実
体
法
規
程
の

み
な
ら
ず
、
裁
判
所
の
構
成
お
よ
び
運
営
、
捜
査
お
よ
び
訴
追
、
公
判
、
刑
罰
、
国
際
協
力
お
よ
び
司
法

上
の
援
助
、
刑
の
執
行
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
手
続
法
、
更
に
は
締
約
国
会
議
お
よ
び
財
政
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｃ
の
意
思
決
定
機
関
に
係
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
係
属
し
て
い
る
案
件
の
多

く
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
不
満
に
思
う
南
ア
フ
リ
カ
等
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ

規
程
か
ら
の
脱
退
の
意
向
を
表
明
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
正
当
性
に
疑
義
を
呈
す
る
よ
う
な
事
態
も
発

生
し
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
は
今
日
最
も
包
括
的
な
国
際
刑
事
法
を
体
現
す
る
法
源
と
な
っ
て
い
る
。

３　

国
際
刑
事
法
の
主
要
な
国
際
犯
罪

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
等
の
国
際
刑
事
法
が
取
り
扱
う
主
要
な
国
際
犯
罪
と
し
て
、
①
戦
争
犯
罪
、
②
人
道
に
対

す
る
犯
罪
、
③
集
団
殺
害
罪
、
④
拷
問
、
⑤
侵
略
犯
罪
、
⑥
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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戦
争
犯
罪

　

先
ず
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
見
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
に
戦
争
犯
罪
と
は
国

際
人
道
法
に
該
当
す
る
条
約
ま
た
は
慣
習
法
の
重
大
な
違
反
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

更
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
判
例
（
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
告
審
）
は
「
違
反
を
犯
し
た
要
員
の
帰
属
す
る
国
家
の
責
任
を
含
む

国
家
間
の
違
反
に
加
え
て
、
国
際
法
の
重
大
な
違
反
を
構
成
す
る
行
為
は
犯
罪
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
、
戦
争
犯
罪
は
処
罰
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
戦
争
犯
罪
の
定
義

は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
更
に
要
件
が
精
緻
化
さ
れ
、
特
に
計
画
若
し
く
は
政
策
の
一
部
と
し
て
、
ま
た
は
大

規
模
に
行
わ
れ
た
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
一
部
と
し
て
、
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
①
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
、
す
な
わ
ち
、
関

連
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
基
づ
い
て
保
護
さ
れ
る
人
ま
た
は
財
産
に
対
し
て
行
わ
れ
る
次
の
い
ず
れ
か

の
行
為
（
例
：
殺
人
、
絶
滅
、
奴
隷
化
、
拷
問
等
）、
②
確
立
さ
れ
た
国
際
法
の
枠
組
み
に
お
け
る
国
際
的
な
武

力
紛
争
の
際
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お
よ
び
慣
例
そ
の
他
の
著
し
い
違
反
（
同
様
の
例
示
）、
③
国
際
的
性
質
を

有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
は
、
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
そ
れ
ぞ
れ
の
第

三
条
に
共
通
し
て
規
定
す
る
著
し
い
違
反
、
す
な
わ
ち
、
敵
対
行
為
に
直
接
に
参
加
し
な
い
者
（
武
器
を
放

棄
し
た
軍
隊
の
構
成
員
お
よ
び
病
気
、
負
傷
、
抑
留
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
戦
闘
能
力
の
な
い
者
を
含
む
）
に
対
す
る
次
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の
い
ず
れ
か
の
行
為
（
以
下
同
様
の
例
示
）
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
適
用
に
際
し
て
疑
義
が
生
じ
な
い
よ

う
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

人
道
に
対
す
る
犯
罪

　

人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
七
条
は
、
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
て

広
範
ま
た
は
組
織
的
な
も
の
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
行
う
次
の
い
ず

れ
か
の
行
為
を
い
う
と
し
て
、
具
体
的
な
行
為
を
殺
人
、
絶
滅
さ
せ
る
行
為
、
奴
隷
化
、
住
民
の
追
放
ま

た
は
強
制
移
送
等
を
例
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
特
徴
的
要
素
と
し
て
は
、
戦
争
犯

罪
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
広
範
若
し
く
は
大
規
模
（large-scale or m

ass

）
に
行
わ
れ

た
場
合
に
は
人
道
に
対
す
る
犯
罪
に
相
当
す
る
も
の
の
、
個
々
の
事
案
は
国
際
人
権
法
ま
た
は
国
際
人
道

法
に
対
す
る
違
反
と
な
り
、
戦
争
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
は
戦
争

犯
罪
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
も
の
の
、
戦
争
犯
罪
よ
り
も
更
に
要
件
が
厳
格
で
、
客
観
的
要
素
と
し
て
、

意
図
、
行
為
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
の
認
識
等
の
証
明
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
厳
格
な
適
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
戦
争
犯
罪
の
規
定
が
各
構
成

要
件
を
細
か
く
定
め
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
一
一
の
行
為
を
例
示
し
て
、
そ
の
適
用
の
た
め
に
具
体
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的
に
要
素
を
定
義
す
る
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
即
ち
、
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
、
絶
滅
さ
せ
る
行

為
、
奴
隷
化
、
住
民
の
追
放
ま
た
は
強
制
移
動
、
拷
問
、
強
い
ら
れ
た
妊
娠
状
態
の
継
続
、
迫
害
、
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
犯
罪
、
人
の
強
制
失
踪
お
よ
び
性
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
定
義
が
示
さ
れ
、
人
道
に
対

す
る
犯
罪
は
こ
れ
ら
の
定
義
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
行
為
が
犯
罪
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
絶
滅
さ
せ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
一
部
の
破
壊
を
意

図
し
た
生
活
条
件
を
故
意
に
課
す
る
こ
と
（
特
に
食
糧
お
よ
び
薬
剤
の
入
手
の
機
会
の
は
く
奪
）
を
含
む
と
さ
れ

た
。
特
に
中
世
の
戦
争
で
は
戦
闘
方
法
と
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ
た
兵
糧
攻
め
や
、
故
意
に
農
耕
地
を
破
壊

し
て
住
民
を
飢
餓
状
態
に
置
く
こ
と
は
、
人
道
に
反
す
る
行
為
と
見
做
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
図
や
、
故
意

に
行
為
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
。

集
団
殺
害
犯
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）

　

集
団
殺
害
犯
罪
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
六
条
は
、
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
な
集

団
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
対
し
、
そ
の
集
団
自
体
を
破
壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
う
次
の
い
ず
れ
か
の
行

為
を
い
う
、
と
し
て
構
成
要
件
を
限
定
例
示
す
る
。
即
ち
、（
ａ
）
当
該
集
団
の
構
成
員
を
殺
害
す
る
こ

と
、（
ｂ
）
当
該
集
団
の
構
成
員
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
大
な
害
を
与
え
る
こ
と
、（
ｃ
）
当
該
集
団
の
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全
部
ま
た
は
一
部
に
対
し
、
身
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
生
活
条
件
を
故
意
に
課
す
る
こ

と
、（
ｄ
）
当
該
集
団
内
部
の
出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
、
お
よ
び
（
ｅ
）
当
該

集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。

　

更
に
、
訴
追
の
た
め
に
は
、
構
成
要
件
、
特
定
意
図
お
よ
び
集
団
の
特
定
性
の
三
点
の
証
明
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
特
に
特
定
意
図
（dolus specialis

）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
に
判
示
さ
れ
た
ク
ロ
ア

チ
ア
対
セ
ル
ビ
ア
で
争
わ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
の
事
例
を
見
て
も
、
訴
追
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
に
由
来
す
る
集
団
殺
害
犯
罪
の
定
義
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
Ｙ
規
程
第
四
条
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
第
二
条
で
も
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
、
今
日
で
も
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
定
義
に
は
文
化
的
集
団
殺
害
（
言
語
お
よ
び
文
化
的
集
団
の
破
壊
）
を
含
ま

ず
、「
保
護
さ
れ
る
集
団
」
の
基
準
も
含
め
て
具
体
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
等
の
批
判
が
あ
る
。

拷
問

　

拷
問
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
拷
問
等
禁
止
条
約
第
一
条
で
、「
身
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
精
神
的
な
も
の

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
人
に
重
い
苦
痛
を
故
意
に
与
え
る
行
為
で
あ
っ
て
、
本
人
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
情

報
若
し
く
は
自
白
を
得
る
こ
と
、
本
人
若
し
く
は
第
三
者
が
行
っ
た
か
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
行
為
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に
つ
い
て
本
人
を
罰
す
る
こ
と
、
本
人
若
し
く
は
第
三
者
を
脅
迫
し
若
し
く
は
強
要
す
る
こ
と
、
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
た
は
何
ら
か
の
差
別
に
基
づ
く
理
由
に
よ
っ
て
、
か
つ
、
公
務

員
そ
の
他
の
公
的
資
格
で
行
動
す
る
者
に
よ
り
、
ま
た
は
そ
の
扇
動
に
よ
り
若
し
く
は
そ
の
同
意
若
し
く

は
黙
認
の
下
に
、
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
」
と
さ
れ
る
。
更
に
「「
拷
問
」
に
は
、
合
法
的
な
制
裁
の
限
り

で
苦
痛
が
生
ず
る
こ
と
、
ま
た
は
合
法
的
な
制
裁
に
固
有
の
若
し
く
は
付
随
す
る
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
を

含
ま
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
こ
の
但
し
書
き
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
忌
む
べ
き
犯
罪
行
為
と
し

て
の
拷
問
と
合
法
的
な
制
裁
と
し
て
課
さ
れ
る
刑
罰
と
の
区
別
が
、
往
々
に
し
て
容
易
で
な
い
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
拷
問
は
戦
争
犯
罪
ま
た
は
人
道
に
対
す
る
犯
罪
と
も
関
連
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
七
条
一
（
ｆ
）

に
よ
り
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
の
前
提
犯
罪
（predicate offence

）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

侵
略
犯
罪

　

侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
外
交
交
渉
会
議
に
お
け
る
侵
略
の
定
義
を
巡
る
見
解
の
隔
た
り

が
大
き
く
、
当
初
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
交
渉
で
は
侵
略
犯
罪
に
合
意
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
連

総
会
決
議
第
三
三
一
四
号
に
規
定
さ
れ
た
侵
略
の
定
義
が
お
お
む
ね
共
通
の
理
解
と
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年

に
カ
ン
パ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
運
用
検
討
会
議
に
お
い
て
漸
く
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
侵



第１章　国際刑事法の発展の歴史

21

略
犯
罪
の
定
義
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
八
条
の
二
（
一
））
は
、
国
の
政
治
的
ま
た
は
軍
事
的
行
動
を
実
効
的
に
支
配

ま
た
は
指
揮
す
る
地
位
に
あ
る
者
に
よ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
、
重
大
性
お
よ
び
規
模
に
よ
り
国

際
連
合
憲
章
の
明
白
な
違
反
を
構
成
す
る
侵
略
行
為
の
、
計
画
、
準
備
、
開
始
ま
た
は
実
行
と
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
侵
略
行
為
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
「
他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対

す
る
武
力
の
行
使
、
ま
た
は
国
際
連
合
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
行
使
に
よ
る

も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
（
同
第
八
条
の
二
（
二
））。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
深
刻
な
国
際
犯
罪
で
あ
り
、
近
年
で
も
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
テ
ロ
事
件
な
ど
で
様
々

な
形
態
の
も
の
が
発
生
し
て
い
る
。
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
の
テ
ロ
事
件
の
事
例
は

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
国
際
法
の
観
点
か
ら
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
見
る
と
そ
の
定
義
を
巡
る
問
題
の
解
決
が
困
難

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
自
由
の
戦
士
（freedom

 fighter

）」
は
、
反
政
府
活
動
を
行
っ
て
い
る
際
に
は
テ
ロ

リ
ス
ト
と
さ
れ
る
が
、
政
権
交
代
に
伴
い
一
躍
英
雄
扱
い
さ
れ
る
な
ど
、
特
定
の
テ
ロ
の
定
義
が
困
難
な

例
の
一
つ
で
あ
る
。
今
日
で
も
国
連
総
会
第
六
委
員
会
（
国
際
法
）
で
の
包
括
的
テ
ロ
禁
止
条
約
案
を
巡
る

議
論
に
お
い
て
、
テ
ロ
の
定
義
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
合
意
が
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
テ
ロ
自
体
は
国
際
法
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ま
で
も
各
国
の
国
内
法
に
よ
り
対
処
さ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
い
う
国
際
犯
罪
と
し
て
の
テ
ロ
は
、
客
観
的
要
素
と
し
て
、
国
内
犯
罪
と
異
な

り
、
テ
ロ
行
為
が
国
際
的
な
行
為
で
越
境
性
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
更
に
主
観
的
要
素
と
し

て
、
テ
ロ
行
為
の
目
的
に
つ
い
て
、
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
宗
教
的
な
動
機
か
ら
行
わ
れ
、
集
団

犯
罪
性
（collective crim

inality

）
を
有
す
る
こ
と
も
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
刑
事
法
に
お
け

る
テ
ロ
行
為
は
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
人
道
に
対
す
る
犯
罪
双
方
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
サ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
国
際
犯
罪
と
し
て
の
「
不
法
か
つ
故
意
の
」
一
定
の
テ
ロ
行
為
を
禁
止
す
る
一
八
の
条
約
が
作
成

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
日
本
が
締
結
し
て
い
る
の
は
、
航
空
機
内
の
犯
罪
防
止
条
約
（
東
京
条
約
）、
航
空
機
不

法
奪
取
防
止
条
約
（
ハ
ー
グ
条
約
）、
民
間
航
空
不
法
行
為
防
止
条
約
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
）、
国
家
代
表
等

犯
罪
防
止
処
罰
条
約
、
人
質
行
為
防
止
条
約
、
旧
「
核
物
質
の
防
護
に
関
す
る
条
約
（
核
物
質
防
護
条
約
）」、

空
港
不
法
行
為
防
止
議
定
書
、
海
洋
航
行
不
法
行
為
防
止
条
約
、
大
陸
棚
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
不
法
行
為

防
止
議
定
書
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
爆
薬
探
知
条
約
、
爆
弾
テ
ロ
防
止
条
約
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
資
金
供
与
防
止
条

約
、
核
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
条
約
の
一
三
条
約
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を

受
け
て
航
空
機
を
テ
ロ
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
北
京
条
約
を
は
じ
め
五
条
約
が
作
成
さ
れ
、
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総
計
一
八
の
テ
ロ
関
連
多
数
国
間
条
約
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
テ
ロ
関
連
条
項
と
協
働
し
つ
つ
、
補
完
し
て
い

る
こ
と
と
な
る
。

４　

国
際
刑
事
法
の
主
要
原
則

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
国
際
刑
事
法
は
、
主
要
な
国
際
犯
罪
を
抑
止
し
、
不
幸
に
も
そ
の
違
反
が
発
生

し
た
場
合
に
は
処
罰
を
以
っ
て
臨
む
が
、
今
日
最
も
代
表
的
か
つ
包
括
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
を
見
て
も
、
伝

統
的
な
主
要
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
先
ず
罪
刑
法
定
主
義
（N

ullum
 crim

en 

sine lege scripta

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
刑
事
罰
が
書
か
れ
た
法
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
と
す
る

原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
と
関
連
し
て
刑
法
に
規
定
さ
れ
る
刑
罰
等
は
明
示
的
に
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
す
る
刑
事
法
特
定
主
義
（N

ullum
 crim

en sine lege stricta

）
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
特
に
戦
争
犯
罪
お
よ
び
人
道
に
対
す
る
犯
罪

に
つ
い
て
は
詳
細
か
つ
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
疑
わ
し
き
は
被
疑
者
の
た
め
と
す
る
刑
罰
推
定
禁
止
の
原
則
（Favori rei

）
や
、
何
人

も
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
重
ね
て
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と
す
る
一
事
不
再
理
の
原
則
（N

e bis in idem

）

と
い
っ
た
被
告
の
権
利
を
保
護
す
る
規
定
も
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
「
勝
者
に
よ
る
敗
者
へ
の
裁
き
」
に
な
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り
が
ち
な
武
力
紛
争
後
の
裁
判
に
復
讐
劇
的
な
要
素
の
介
在
を
許
容
せ
ず
、
公
正
な
裁
判
運
営
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
更
に
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
の
パ
ル
判
事
に
よ
る
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な

く
、
事
後
法
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
、
遡
及
効
の
禁
止
原
則
（N

ullum
 crim

en sine lege 

praevia
）
は
確
立
さ
れ
た
重
要
な
法
原
則
で
あ
る
。
こ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
こ
の
原
則
が
明
示
的
に

規
定
さ
れ
裁
判
所
の
時
間
に
つ
い
て
の
管
轄
に
制
限
を
課
し
て
、「
こ
の
規
定
が
効
力
を
生
じ
た
後
に
行
わ

れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
管
轄
権
を
有
す
る
（
規
程
第
一
一
条
一
）」
と
し
て
い
る
。

５　

国
際
刑
事
法
の
今
後
の
課
題

　

本
章
で
は
国
際
刑
事
法
の
発
展
の
歴
史
を
概
観
し
た
。
国
際
刑
事
法
に
関
連
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
刑
事
裁
判
制
度
は
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
犯
罪

の
起
き
る
場
所
と
は
無
関
係
な
裁
判
官
に
よ
り
審
理
さ
れ
る
た
め
、
本
来
的
に
は
国
内
裁
判
所
制
度
よ
り

も
更
に
公
平
な
も
の
と
な
り
う
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
国
際

刑
事
裁
判
の
裁
判
官
は
、
国
際
人
権
法
、
国
際
人
道
法
等
に
熟
知
し
た
者
が
選
出
さ
れ
る
た
め
、
窃
盗
等

通
常
の
刑
事
裁
判
に
慣
れ
た
裁
判
官
よ
り
適
性
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
で
も
法
的
判
断
の
困
難
に
直
面

す
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
国
際
的
な
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
は
、
異
な
っ
た
文
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化
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
裁
判
官
が
審
理
す
る
こ
と
か
ら
、
価
値
観
や
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異

な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
も
、
弁
護
側
が
問
題
視
し
た
共
謀
罪
（conspiracy

）
に
つ
い
て
は
、
元

来
英
米
法
系
の
概
念
で
あ
り
、
大
陸
法
系
の
法
律
家
の
中
に
は
消
極
的
に
捉
え
る
も
の
も
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
日
の
国
際
刑
事
法
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
判
例
か
ら
発
展
し
た
共
同
犯
罪
計
画
（Joint crim

i­

nal enterprise

）
の
概
念
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
第
二
五
条
三
項
（
ｄ
）
を
根
拠
と
し

て
逮
捕
状
を
出
す
と
い
う
実
行
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
共
同
謀
議
の
概
念
は
実
体
的
に
認
め
ら

れ
て
お
り
、
異
な
っ
た
法
体
系
の
調
和
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
刑
事
法
が
扱
う
事
件
は
重
大

な
犯
罪
で
あ
り
、
本
来
的
に
は
事
実
認
定
が
容
易
な
は
ず
だ
が
、
証
拠
収
集
を
始
め
法
執
行
機
関
の
機
能

が
不
十
分
な
た
め
、
国
際
刑
事
裁
判
の
実
施
が
容
易
で
な
い
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
で
は
多

国
籍
軍
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
際
刑
事
法
は
様
々
な
問
題
に
直
面
し
な
が

ら
も
、
実
体
法
の
み
な
ら
ず
手
続
法
に
お
い
て
も
、
直
面
す
る
困
難
を
克
服
し
つ
つ
発
展
し
て
い
る
。
か

つ
て
は
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」（
勝
者
の
裁
き
）
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
戦
争
犯
罪
者

を
裁
く
国
際
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
、
国
際
刑
事
法
に
基
づ
い
た
公
正
か
つ
衡
平
な
国
際
裁
判
の
実
現
が

強
く
期
待
さ
れ
て
お
り
、
国
際
刑
事
法
も
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。



26

《
参
考
文
献
》

村
瀬
信
也
・
洪
恵
子
（
共
編
）（
二
〇
一
四
）『
国
際
刑
事
裁
判
所
―
最
も
重
大
な
国
際
犯
罪
を
裁
く
』
第
二
版
、
東
信
堂

外
務
省
国
際
法
局
国
際
法
課
（
二
〇
一
二
）『
国
際
刑
事
法
と
日
本
外
交
』

　

http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/icc/pdfs/icc.pdf

Gaeta, Paola et al. 

（revised

） （2013

）, Cassese ’s International Crim
inal Law

, third edition, O
xford U

niversity 
Press.

M
arina K

enova 
（2018

） Com
plicity in International Crim

inal Law
 

（Studies in International Law

）, H
art Pub­

lishing.

国
際
刑
事
裁
判
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

http://w
w

w
.legal-tools.org/en/w

hat-are-the-icc-legal-tools/

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
／
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
判
決
選
集

　

http://w
w

w
.loc.gov/rr/frd/M

ilitary_Law
/law

-reports-trials-w
ar-crim

inals.htm
l

国
立
国
会
図
書
館
・
極
東
国
際
軍
事
裁
判
記
録

　

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/IM
T

FE.php

清
瀬
一
郎
（
二
〇
〇
二
）『
秘
録　

東
京
裁
判
』
中
央
公
論
新
社

小
堀
敬
一
郎
（
二
〇
〇
六
）『
東
京
裁
判
：
日
本
の
弁
明
「
却
下
未
提
出
弁
護
側
資
料
」
抜
粋
』
講
談
社

広
島
平
和
研
究
所
編
（
二
〇
一
五
）『
平
和
と
安
全
保
障
を
考
え
る
事
典
』
法
律
文
化
社


